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２０１０ ＤＡＩＪＩＲＯ ＣＵＰ ＣＡポケバイレース特別規則書 
 

第１章 大会開催に関する事項 
 
第１条 主催者及び大会事務局           
                       アキガセスポーツクラブ  〒338-0824 埼玉県さいたま市桜区上大久保１０９９ 
                                             ＴＥＬ０４８－８５５－７８６２ ＦＡＸ０４８－８５４－８２８０ 

第２条 開催場所  
サーキット秋ヶ瀬 〒338-0824 埼玉県さいたま市桜区上大久保１０９９ 

 
第３条 開催日   第１戦 ： ３月 ２８日   第２戦 ： ５月 ２日    第３戦 ： ６月 ６日 
                第４戦 ： ８月 ２９日   第５戦 ： １０月 １０日  第６戦 ： １２月 １９日 
  
第４条 大会競技役員および審査委員会 
                       公式プログラムにて発表する。 
 
第５条 クラス区分                 
                 ノーマル クラス 

（’10 ﾗｲﾌﾎﾟｹﾊﾞｲ選手権ﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ車輌規定ノーマルクラスに準ずる。）   
                 オープン クラス 

（’10 ﾗｲﾌﾎﾟｹﾊﾞｲ選手権ﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝﾞ車輌規定 GP2、GP1 クラスに準ずる）   
             ７４Ｄａｉｊｉｒｏ クラス 
               （最終頁 ’10 74Daijiro クラス車両規則書参照） 
                        
第６条 延期、中止及び変更に関する事項 
                      大会主催者は大会審査委員会の承認を得て大会の一部または全部を延期中止す 
                      ることができる。この場合のエントリーフィーは全額返還される。なお、参加者はこ 
                      れによって生じる損失について主催者に抗議する権利を保有しない。 
 

第２章 競技会参加に関する事項 
第７条 エントリーの方法 

                     申込場所は大会事務局となり参加申込書に必要事項を記入し署名捺印の上参加費を添え

て申し込むこと。尚、未成年の場合は親権者の署名、捺印が必要です。尚、現金書留で申し

込みをする場合は締め切り日必着のこと。ＦＡＸによるエントリーは認めない。 

第８条 参加資格 

                     大会開催時有効の、サーキット秋ヶ瀬のライセンスを所持し、健康でかつレースに出場す

るのに相応しい良識的判断のできる者とする。低年齢（３～６歳）の参加者の場合には主催

者が練習走行での状況を確認し参加の可否を決定する。 



第９条 エントリーの受理と拒否 

                 １）  主催者は理由を示すことなくエントリーを拒否することができ、かつその行為を持って 

                     最終の決定とする。この場合エントリーフィー及び保険料は全額返還される。 

２） エントリーを受理したものには参加受理書を発行する。参加受理書発行後、参加を取り止

めたものに対してはエントリーフィーを返還しない。 

 

第１０条  参加定員及び最低成立台数 

                     大会運営上参加受付を制限する場合がある。その場合の優先順位は申し込み順とす 

                     る。クラス参加申し込み台数が５台以下の場合、レースを取り止める場合がある。 

               ノーマルクラス及び７４Ｄａｉｊｉｒｏクラスの何れかの参加台数が１０台に満たない場合で合計し

た総数がフルグリッド２８台を下回る場合に混走別賞典でレースを行うことがある。 

 

第１１条 エントリーフィー及び保険料 

                     エントリーフィー ６，０００円 （ライダー保険料込み） 

Ｗエントリーは ５，０００円 追加とする。 

               ※第１０条の規定のよりノーマル、７４Ｄａｉｊｉｒｏクラスが混走別賞典となった場合には参加ク

ラスの意思を確認し一方のエントリーフィーの全額を返金する。 

 

第３章 競技に関する事項 
第１２条 競技内容 
                      １）参加受付、車両検査、開会式、ライダーズミーティング        ＡＭ７：００～ 

                      ２）公式練習    各クラス ５分間 以上                以降は当日発表 

                      ３）予選ヒート   １０周    

                        スターティンググリッドは参加受付時に抽選で決定。 

各クラス、エントリー台数が２０台を上回る場合、競技長の判断により予選結果に基づ

いたＢ決勝のレースを行うことがある。 

                      ５）決勝        １２周    

※周回数についてはレースの進行状況に応じて減算することがある。 

※ボーナスポイントとなる最終戦については周回数を変更する場合がある。 

                    その際の周回数はプログラム発表とする。 

 

第１３条 スタート 

                      １）各クラスともスタンディングスタートとする。ウォームアップランに間に合わない者やス

タート時にグリッドよりスタート出来なかったものはピットスタートとする。ピットスタート

はピットロード出口より出走とし、第１コーナーを全車が通過後オフィシャルの支持によ

りスタートする。 

                      ２）フライングをした者に”ＰＳ”と書かれたボードと共にゼッケンＮｏ，を提示する。これを提

示された者はピットインしなければならない。コントロールタワー下でオフィシャルの指

示に従い一旦停止後レースに復帰することが出来る 

 



第１４条 フィニッシュ 

                      各レースの１位の者がチェッカーフラッグを受けてから１分でレースを終了する。完 

                      走者のみを入賞の対象とする。完走者とは１位の３分の２以上を走行していなけれ 

                      ばならない。 

 

第１５条 順位の決定 

                    １）順位はチェッカーを受けた順によって決定する。コントロールラインを通過する時 

                      はライダーとマシンが一緒に通過しなければならない。（押して通過してもよい。） 

                    ２）順位は完走者の中から周回数の多い順に決定される。 

３）同一周回数の場合はコントロールラインの通過順による。 

 

第１６条 レースの成立 

                    レースは１位の者が規定周回数の３分の２以上を周回した時点で成立とする。従って 

                    ３分の２以上を周回した場合の赤旗などによる途中中断は、その前周の着順をもって 

                    成立とする。３分の２以前で中断した場合、以下のいずれかの方法で再スタートする。 

                   １）中断以前の着順、ペナルティー等すべて無効とし規定周回数により再スタートする。 

                   ２）中断の前周の順位により、スターティンググリッドを決定し、残り周回数のレースを 

                     行う。この場合、再スタートに伴うサイティングラップも周回数として計算する。 

                   ３）大会審査委員会が競技続行不可能と判断した場合、中断の前周の順位をもってレ 

                     ース終了とする。この場合のシリーズポイントは規定の半分（小数点以下四捨五入） 

                     を与える。 

 

第１７条 再車検 

                   レース終了後入賞車両を、車両保管する。また入賞車両はエンジンを分解し排気量を測          

定するほか、規定を超える改造などについて検査を行うことがある。参加者は車検長の指示

に従い分解し検査に出さなければならず、これに拒否する場合には失格となる。検査の結果

において規定に反する事項があった場合は失格とする。 

 

第１８条 公式練習及びレース中における規則 

                 １）公式練習は、正当と認められる理由がない限り、必ず出走しなければならない。また、 

                   出走が不可能な場合は不出走届を大会事務局へ提出しなければならない。 

                 ２）コースは常に先入者を優先とし、追い抜きをする者は前方の車を妨害してはならず、又 

                   前方の車は後方の車の進路を無理に妨害してはならない。 

                 ３）大会役員が違反、妨害行為（プッシング、ブロッキング、その他の非スポーツマン的行 

                   為）とみなした者にはペナルティーを科す。さらに、その行為が２回以上に及ぶ時は競 

                   技失格とする。 

                 ４）いかなる場合においても逆走をしてはならない。但し、コース役員の指示がある場合は除く。  

                 ５）レース中はやむを得ない場合を除き、コースを外れてショートカットをすることは認めら 

                   れず、当該行為はペナルティーの対象となる。 

 



                 ６）衝突を避けるためにやむを得ずコースアウトした場合はその最も近い場所からコースに 

                   復帰しなければならない。 

                 ７）スタートを含めてレース中にコース内で停止した車両の選手は他の選手に自分が動か 

                   ないことをアピールし、それらが通過した後に車両を安全な場所に移動しなければなら 

                   ない。さらに他を妨害することなく自力で再発進出来る場合のみレースに復帰できる。 

                ８）コース上における再発進などは自分自身のみが行うこと。又、選手は出走時工具などを 

                  携行してはならない。 

                ９）選手が修理のためにピットに向かう場合はコースに沿ったグリーン上を周回方向にのみ 

                  車両を押して移動することが出来る。 

               １０）コース上でリタイアする選手はコース外の安全な場所に車両を移動しレース終了まで待 

                   機すること。また、近くのコース役員にリタイアの届を出すこと。 

               １１）ピットイン、ピットアウトは決められた場所で行わなければならない。イエローラインカット 

                   は失格とする。 

               １２）レース中にパドック（ショートカットを含む）に入った車両はレースを放棄したものとみなし 

                   再びコースに入ることは許されない。 

               １３）レース中に事故などに遭い故障があると思われる車両は安全検査のため、役員により、 

                   停止を命じられる場合がある。また、危険とみなされた車両はレースから除外される場 

                   合がある。 

           １４）参加選手の補助に関してはコースマーシャルのみが対応することが出来る。レースがスター

トしてからピットクルー(親権者等)などがコース内に入った場合には参加選手にペナルティ

ーを課すことがある。 

           １５）レース進行中の大会役員及びコース員の裁定に対しての抗議は、これを一切受け付けない。 

 

第１９条 ライダーの装備 

１） 出走するライダーは以下の装備を装着して走行しなければならない。又、著しく損傷しているも 

のについては使用を認めない場合がある。またＭＦＪ公認を使用することが望ましい。 

・ フルフェイスヘルメット 

・ レーシングスーツ、レーシンググローブ、レーシングブーツ ※皮製に限る 

・ 脊椎パッド ※スーツに装着されているものを使用する場合は不要 

・ ヘルメットリムーバー 

 

第４章  抗議に関する事項  
第２０条 抗議 

                 参加者は自己が不当な処置をされていると考えられる時、競技長を径由し大会審査委員 

                  会あてに理由を明記した文書によって抗議することが出来る。ただし、暫定結果に対して 

                  は結果発表後２０分以内に限り受け付ける。また、抗議に対する裁定は大会審査委員会 

                  が下したものを最終決定とする。 

第２１条 抗議料 

                 ５，０００円 

. 



第５章 賞典及び得点に関する事項 
第２２条 賞典 

                 １） 決勝ヒートの結果により、ライダーに対して以下の通り賞典を行う。  

                    各クラス１位から６位まで正賞及び副賞。 

                  ２） 出場台数により、以下の通りに賞典を制限する。                    

出 場 台 数 １０台～１１台          ８台～９台         ６台～７台 

賞 典 ５位まで     ４ 位 ま で        ３ 位 ま で        

 

第２３条 シリーズポイント 

                 １） 選手権の各レースに出場選手に対して下表（Ａ）のポイントを与える。昨年までのポイント制

限は撤廃とし順位に応じて下表のポイントを与える。 

表（Ａ） 

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位 

ポイント ２０ １５ １２ １０ ８ ６ ４ ３ ２ １ 

２） シリーズ全戦のポイント合計でシリーズの順位を決定する。なお、最終戦のシリーズポイン

トはボーナスポイントとして通常の１．５倍（小数点以下四捨五入）加算する。 

同ポイントの場合は上位入賞回数の多い者を上位とし、かつそれでも決定しない場合は最

終戦の上位入賞者を上位とする。最終戦不出場の場合にはポイント取得の早いものを上

位とする。シリーズ表彰対象は５戦以上成立とし上位３名を表彰、全戦レースが成立した

場合上位６名を表彰とする。 

 

第６章 その他の事項 
第２４条 競技ゼッケン 

                   各クラスにおいては本年度選手権において固定ゼッケンとする。ゼッケンベース及び文字色

は以下の通りとする。又、０８年度シリーズランキング上位１０位の選手はランキングに応じ

たゼッケンとしクラスを問わず赤ベースの白文字のゼッケンとする。 

              ノーマル ： 黄色ベース 黒文字 

              オープン ： 白ベース 黒文字 

              ７４Ｄａｉｊｉｒｏ ： 黒ベース 白文字 

 

第２５条 ペナルティー 

                 選手及びピットクルーは大会開催中、各大会規則及び大会役員の指示に従うこと。           

違反事項があった場合はペナルティーを科す。与えられたペナルティーに関しての抗議は一切

受け付けない。また、ピットクルーの違反行為に関してはすべて選手が負うものとする。 

ペナルティーはその軽重に従って以下の通りとする。 

１）厳重注意  口頭による注意、再度の行為には更なる重いペナルティーを課す 

２）順位降格 予選、決勝結果に対し軽重に従った順位を降格する。 

３）周回減算 予選、決勝結果に対し軽重に従った周回を減算する。 

４）失格    予選、決勝の結果を抹消する。 

５）出場停止 失格より重い罰則で結果抹消の上、軽重に従った出場停止処分を課す。 

 



第２６条 その他の遵守すべき事項 

                 １）レース仕様車でサーキット付近、一般公道を走行することを禁止する。 

                  ２）競技規則上の解釈をめぐっての混乱、トラブルが発生した場合は、大会審査委員 

                    会の解釈を最終決定とする。  

                  ３）パドック、ピット内でのブレーキテスト、各テスト走行を禁止する。 

４）ドック、ピットエリアは全面禁煙とする。喫煙は指定の喫煙所のみ可能とする。 

 

第２７条 保険 

      １）競技会に参加するライダーは下記のオーガナイザーが付保するバイクレースに有効な保険を        

含み、総額１．０００万円以上の有効な保険に加入している事を申請することを推奨する。 

       ２）オーガナイザーの付保する保険の他に保険に加入することを推奨する。 

３）オーガナイザーが競技会に参加するライダー並びにピット要因に付保するバイクレース競技に有効

な保険の保険金額は被保険者１名に対して次のとおりとする。 

ﾗｲﾀﾞー 保険金額普通条件１００万円  

ﾋﾟｯﾄｸﾙｰ保険金額普通条件1００万円 

４)事故日から１８０日以内に死亡した場合、保険額全額（普通条件）が支払われる。 

事故の日から１８０日以内に体の一部をなくしたり、その機能をなくした場合は、その程度 

に応じて保険金額（普通条件）の下記割合で支払われる。 

１ 終身自由を行うことができない場合：１００％      ９ 片方の耳が聞こえなくなった場合：３０％ 

２ 両方の目が見えなくなった場合：１００％        １０ 片方の耳をなくした場合：３～１５％ 

３ 腕または足（関節より上部）をなくした場合 ６０％   １１ 片方の手の人差し指をなくした場合：８％ 

４ 両方の耳が聞こえなくなった場合：８０％        １２ 足の親指をなくした場合：１０％ 

５ ソシャクまたは言語の機能をなくした場合 １００％   １３ 親指、人差し指以外の手の指を１本なくした場合：１０％ 

６ 片方の眼が見えなくなった場合：６０％         １４ 親指以外の足の指を１本なくした場合：５％ 

７ 鼻をなくした場合：１５～３０％  

８ 片方の手の親指（指関節より上部）をなくした場合：２０％ 

５）上記の各号に該当しない不具廃疾については保険加入者の職業、年齢、身分、性別等に関係なく、身体の完

全に棄損された程度に応じて、上記各号の区分に応じて 50％以内で保険金が支払われる。 

６）傷害の結果として平常の業務に支障をきたし、しかも医師の治療を要するときに支払われる保険金で平常の

業務に従事することができるようになるまで１日について、入院の場合は2,000円、通院の場合は1,000円が支

払われる 

      ７）入院保険金が支払われる場合で、事故日から 180 日以内に怪我の治療を目的に手術を受けられたとき〔入院

保険金額〕×〔手術の種類に応じて定められた倍率〕 （10 倍、20 倍、40 倍） 

８） 入院保険金の支払いは１８０日を限度とする。 

９） 通院保険金の支払いは９０日間を限度とする。 

１０）事故による傷害について後遺傷害保険金と重ねて支払われる場合は合算額が支払われる。 

１１）入院保険金が支払われる場合で、所定の状態になり、医師が付添いを必要と認めた期間に職業付添者（入

院先の病院、診療所と雇用関係にある者を除く）を雇い入れたとき〔入院保険金額〕×50％×付添者の雇用

日数（180 日が限度） 

１２） 健康保険、労災保険市その他の給付には関係なく保険金は支払われる。 



１３） 保険請求について必要な書類は以下の通り。 

ａ.傷害の程度を証明する所定の医師の診断書。 傷害事故の場合 

ｂ.全治した時の医師の治癒証明書。         傷害事故の場合 

ｃ.死亡診断書および戸籍謄本             死亡事故の場合 

ｄ.競技長の事故確認書                 傷害、死亡共 

 
 

２０１０ ７４Daijiroクラス 車輛規則 

１． 参加車輛について 

参加車両はデルタ・エンタープライズ製「スーパーミニバイク 74Daijiro」です。 

ライダーの装備重量（ヘルメットなど装備込みの体重）が３５kg 以上の場合はデルタ・エンタープライズ

製・ロビン・ハーフ・エンジン（５０cc）の使用が認められます。その際レザースーツなどの装備におもりを

取り付けて重量を増加させることは認められません。 

２． 部品交換について 

オプションパーツを含めデルタ・エンタープライズが販売している部品の交換は認められます。 

３． 部品変更について 

次の部品については変更が認められます。 

＜エンジン関係＞ 

・キャブレターのメインジェット 

＜車体関係＞ 

・スプロケット及びチェーン 

・ハンドル、グリップ 

・ステップ 

・クロスメンバースタットボルトへのワッシャー・カラー追加（３ｍｍ以内） 

＜その他全般＞ 

・ボルト・ナット類 （ただしアルミ製およびチタン製は使用できません） 

上記以外の部品については、変更・追加・取り外し・加工（切る・貼る・削る）など一切認められません。 

判断が難しい場合にはあらかじめ主催者に確認することをおすすめします。 

４． ゼッケンについて 

レースで使用するゼッケンは黒ベース白文字でフロントカウルの中央に取り付けてください。字体はゴシ

ック体を推奨し、これに近似した字体のみ使用できます。 

５． その他 

・磨耗限度を越えたタイヤの使用、使用限度を超えた部品の使用、安全なスペースを確保できないハン

ドル角度、突起物など主催者が危険と判断した状態のまま走行することはできません。 

・車両規則に違反した場合のペナルティーおよび主催者の権限については各主催者が定める大会規則

に準じます。 
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